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音楽学習の諸条件と音楽性との関係
一一音楽学生を対象に一一
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はじめに
従来学習心理学が.準備学習・適時性・動機付けなど
が学習を効果的ならしめる必須条件であることを説いて
いることは衆知の通りである。また筆者はかつて.バイオ
リン教室に学ぶ生徒を対象に.これらに関し解明を試み
たJ〉今回li，音楽学生を対象に，彼等の自由紀述と彼
等に試みた客観テストを手掛りとして，主題に関する解
明をi式みようとした。
きて，ここで特にことわっておきたいことは，音楽的
才能という術語を用ひず，音楽性という術語を用いたこ
とである。音楽性 (Musicality)とli，もし人が音楽学
習(演奏 ・歌唱・作曲等)の機会が与えられるならば発
機するでもあろう可能性のことである。これに対し音来
的才能 (Musical Talent)というのは，現実に音楽学
習の機会が与えられた場合発嫁されている音楽行動をい
うのである。従って音楽学習の機会が与えられなくとも，
高い音楽性を宥する個人もおれば，音楽学留の機会があ
たえられでも低い音楽性しか示さないものもいるわけ
である。またいかに高い音楽性の所有者でも音築学習の
般会が与えられなければ，音楽的才能を発悔することは
できないのである。こうした見解7)に立つならば.従来
からあるもろもろのいわゆる「音量際的才能テスト」なる
ものは r音楽性テスト」と称すべきものである。本論文
でとりあげるものは，現実の音楽的才能のことではなく
て，客観テストによって泌定された音楽学習の可能性に
ついてである。因みに現実の音楽学習の評価は， jJlJの手
段によらなければならないことを付言しておきたい。
問題
1.いわゆる学習の3条件即ち準備学習・適時性・動機
付けと音楽性 (客観テストによる)との関係を求める。
2.学習の3条件に恵まれたものと焦らざるものとにつ
き.それぞれの客観テストの成績との関係について考
察する。
3.事例にもとずき，音楽教育的環境について考療する。
方法
I 後量生者
重量一 1 被験者
主-;-之三 自由記述 ドレイク シーシヨア
'71: A芸大 72 58 66 
'72 : φ 61 61 --0音大 106 81 94 
言十 239 2∞ 160 
E 手続
1.音来性の測定は， ドレイク・テス ト並びにシーショ
ア ・テストによった。ただし，72年度のA芸大でli都
合により， ドレィク・テストのみ施行した。またO音
大では，シーショア・テストとドレィク・テストを，
日を変えて行ったため，両テストの被験者数は同数で
はない。
2.音楽的体験を調査するにあたっては，次のテーマに
よる自由記述法をとった。即ち「各自の音楽体験に基
づき， 遺伝と環境， 学習の諸条件，音楽教育等の立場
から考察する。」自由記述に先立ち，このテーマの意味
については十分の説明を試みた。質問紙表法によらず
自由記述法によった理由は，統計約方法によって，と
かく漏れがちな具体的意味を被駿者から汲み取ろうと
したためて込ある。
m .J霊法
1.問題1に相応する方法li次の通りである。
a.各集団をA群 .B群に分類した。 A群とは，成績
が「平均+標準偏差」以上であるグループ， B群と
は，成績 が「平均一標準偏差」以下であるグループ
。 ，
?
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である。
選択群すなわちA群とB静の人歓は.被験者総数
の約30%である。ただし.テスト (0音大 Drake
Test中のリズム・テスト)によっては，標準偏差が
大きく，従って測定値x乏 (M:tS.D.)の頗数が少
なくなるので xキ (M:tS.D.)で示しうる境界領
域のものを含めた。
客観テストの基準をドレイク・テストに求めた理
由lま全音楽記憶テストが音楽性の総合的内容を
もっていることおよび各集団に共通して~行してい
るためである。えだし，リズムに関しでは， ドレイ
ク氏によれば， Seashore Testのリズムとは相関
位が低いので，シーショア・ テストのリズムをも基
準に用いることにした。(シーショアとドレイクのリ
ズム・テストlま，それぞれのねらいが，ある程度途
っているものと恩われる。)
b.学習の諸条件即ち準備学習・適時性・動機付けに
ついて，自由記述を検討するにあたり，評定の基準
を次のように決めた。
(1)準備学習 (家庭の音策的背景)
① かなり音楽的
@肉親ともに.音楽学習経験がある。
@ 両親が演奏経験等lまないが，音楽媛貨を大
いに好み，家庭に音楽的雰囲気が感じられる。
の父・母いずれか，あるいは，祖父母等の同
居人が，音楽経験(績賞も含める)があり，
本人に与えた影響が大きいと忽われるもの。
② 一応音梁的
@ 符に音自民学習経験lまないが，両親ともに音
楽好きである。
@ 子どもによい音重量を聴かせようとする配慮
や.ラジオ等で家庭に音楽をとり入れて，楽
しもうとする雰囲気が感じられる。
の兄や姉が音楽学習を経験しており.その影
響を受けたと思われるもの。
③ あまり音楽的でない
@ 両親(;1:.，音楽が嫌いではないが，さりとて，
特に音楽を好んで聴くということもない。
@ たとえ音楽好きであっても.家庭の音楽的
雰図気として.積極的にその影響が記述され
ていないもの。
@音楽的でない
@前線ともに音楽好きではない。
@家庭の雰囲気として，音楽には無関心また
(;1:.拒否的である。
( 2 ) 
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の綴について r音痴であるJ，r音楽嫌いだ」
等の記述がなされている。
この4段階を一応の評定基準とした。これらは，
自由記述の中で本人自身が認めているか，あるい
は，筆者が自由記述にもとずいて評定したもので
ある。
ここで.筆者の評定の際の基本的態度を日月かに
したい。
殺の音楽的経験については.どの程度の腕前で
あるかという点によりも.彼等の音楽経験のある
ことがどれだけ本人に影響しているかという点に
着目した。従って独身時代にかなりピアノを達者
に弾いていたとしても，本人の幼児期に音楽との
かかわりが積極的に記述されていない親とそれと
同程度にピアノが弾けて，本人の幼児期に殺のピ
アノ演奏が家庭の雰閉気を音楽的なものとしてい
た親とを比べた場合，後者の家庭の方が，より音
楽的であると判断した。
また.邦議の経験については.特別な場合を除
いて，西洋音楽(ピアノ・バイ オリン ・声海軍事)
の準備学習としては.あまり重きをおかなかったε
符別な湯合とは.邦楽であっても，音楽学習に対
する司自備学習として影響をもっていたと本人自身
が~è述しているなどの場合である。
要するに，裁の音楽学習経験の有無を遺伝的背
景として関連づけてとらえるのではなく，家庭環
境としてとりあげ，あくまでも，本人に与える影
響とか音楽的準備学習に重点をおいて，評定しよ
うとした。
(2)適時性
音楽学習の開始時期が， 7a (小学1年)以前
のものと， 8歳以後のものとにわけた。
バイオリン学習に関する調査において，山松"
は，第1の潮時l主，平均的にいって， 5， 6歳で
あると推定した。
本論文で， 7歳を境界年令とした理由は，被験
者全体の学習開始の平均年令が， この年令官可後で
あること，潮時が， 5， 6歳であることの上に，
さらに個人差をも考慮したためである。
(3)動機付け
「自ら進んで音楽を習いたいと思ったJ，r練習
を姦しくやれたJ，r殺の勧めではじめたが.自分
も音楽好きであったため.スムーズに学習が側始
された」
これらは，動機付けがうまくいったものと評定
山松 .f也:音豊臣告訴習の条件と音量民性
した。
「級の一方的強制であったJ. r自分は音楽に興
味をもてなかったJ.r練習は，束縛としか思えな
かったJ.rレγスンに行くのが，非常にいやで恐
ろしかったJ
これらは，動後付けが.うま くおこなわれなか
ったものと評定した。
C. 統計処理について
ぷ検定によって.A. B両群聞に有意差があるか
どうかをみた。
ただし，家庭の音量礎的雰囲気については.統計処
忽上. 4段陪評価を r音楽的J. r非音楽的」の2段
階評価にまとめた。
また.各期待度数が小さいため，イエーツの修正
をおこなった。
2.問題2の方法として.まず，自由記述により.学習
の3条件が総合的にみてよかったものと.あまりよく
なかったものとに分類した。評定基準は以下の通りで
ある。
a.学習条件が総合的によいもの。
(1) 家庭に音E括的雰囲気があった。
(21 7歳以前に音楽学習が倒始された。
(31学習開始が本人の意志に反したものではなかっ
一'-。
この3条件が備わっている，あるいは，家庭の雰
阻気がかなり音楽的であり.準備学留が特にすぐれ
ていたものに関して!i.7歳以後に開始した織合も
これに含めた。
b.学習条件があまりよ くないもの。
(1) 家庭に音楽的雰囲気がなかった。
(2) 8歳以後に音楽学習が開始された。
(3)音楽学習に支障をきたすほどに，動機付けが望
ましくなかった。
上記のaとbまたはcの条件を備えているもの。
総合的にみて学習条件のよい群l!Pち学習好条件苦手と
あまり学習条件のよくない群即ち学曾非好条件群につい
て，それぞれの客観テストの平均値を求め.全被験者
平均との閃， 好条件哲学と非好条件哲学との聞に有意差が
あるかどうかを調べる。
結果
I テスト成績と学習条件との関係
l.家庭の音楽的雰図気(準備学習)との関係
表-2 全被験者:ドレイク・ 音記憶
x2=22.1616 Pくo.∞1本*本
表-3 A芸大 :ドレイク・リズム
x: =0.7219 
袋一4 0音大:ドレイク・リズム
B 群
計
x.l =0.6713 
表-5 全被験者:シーシ ョア ・リズム
x2= 1. 3398 
2.適時位との関係
重量一6 全被験者 :ドレイク ・音記憶
XJ =13.4204 P<O.∞1 ，俳刻院本
表-7 A芸大 :ドレイク・リズム
XJ =0.2845 
( 3 ) 
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表-8 0音大:ドレイク ・リズム
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群
宮十
ジ=0.∞
表-9 全被験者 :シーショア・リズム
x2=0.0565 
3.動機付けとの関係
表-10 全被験者:ドレイク・音記憶
群
官十
X 2 =0.2915 
重量一11 A芸大:ドレイク・リズム
ジ=0.∞
褒ー12 0音大:ドレイク ・リズム
ジ=0.3056
表-13 全被験者 :シーショア ・リズム
ジ=0.0550
計
13 
13 
26 
? ?
?
??
? ? ?
1量 学
E 学習条件を総合的にみた場合
l.客線テストとの関係
表-14 ドレイク・音記憶との関係
5.0 
6.37 
非好条件群 42 8.54 
全被験者 192 7.35 
袋一15 ドレイク ・リズムとの関係
5.0. 
23.27 
非好条件群 43 60.09 31. 02 
会被験者 199 61.53 28.47 
2.差の検定
表-16 ドレイク ・音記憶
? ? ?
?
?? ?
?
F t 
学習好条件群 :
F. =1.80 
t， =5.11 
学習非好条件群 p <0.∞1司憶測ド
学習好条件群:
F. =1.36 
t， =4. 56
全 被験者 p <0.∞l 市*
学習非好条件群:
F.=1.38 
t， =l.52 
全被験者 p>0.05 
?????
??
注 t検定**…一0.1%水準の危険率で前者が後者
より優位である。
F検定 一一1%水準の危険率ですべて有無差
なし。
袋一17 ドレイク・リズム
?
??
??
??
F 
学習好条件群: t， =0.78 
学習非好条件群
F.=1. 78 
p >0.05 
学習好条件群 : t，=l.30 
会被験者
F.=1.48 
p >0.05 
学習~~好条件群: t，=0.29 
全被験者
F.=1.21 
p >0.05 
? ?
?
?? ?
考察
I テスト成績と学習条件との関係
1.家庭の音楽的雰囲気(準備学習)に関して
ドレイクの音量臣記憶テストに関し.0音大とA芸大
の別なく全被験者の平均と標準偏差を求め.A群・ B
群に分けた結果. A群は，0.1%の危険率の有意差を
もって.B群より優位であった(表-2)。従って，音
( 4 ) 
児策記健と準備位との関係Ii.， きわめて大切であるとい
える。
家庭の昔目誌がJ雰囲気l主.親の音楽(学習)経験の有
無，音楽愛好度によって左右される。このような音楽
的管景は.本人に影響を与えずにはおかないであろう。
次にドレイクのリズム ・テストを基準として， A~手.
Bll宇に区耳IJした渇合について考慮する。
結論的にいって商群に有意差l;t認められなかった。
山松幻が， 1卵性双生兜と 2卵性双生児に，シーシ
ョア ・テストを試みた結果によれば，リズムにおいて
は， i宣伝規定度が大であった。シーショアのリズム・
テストとドレイクのリズム ・テストは，性格的 Jまちが
いがあるが. ドレイクにおいてもシーショアと問機の
結果が出たことは注目すべきであろう。即ち. ドレイ
クのリズム ・テス トの結果の示すところによれば，家
庭の音楽的雰閉気Ii.， リズム感に直僚的影響を与えな
いようである。即ちリズム感li学習図書量であり，何ら
かのi宣伝的脊景を考慮しなくてはならないのではない
かということである。
2.適時住に関して
ドレイクの音記憶テストに関し.全後験者でIi.， 0.1 
%水織の危険率で， A群がB~宇よりも優位であ った。
バイオリン学習に関する調査で.山松川は.第Iの
潮時li，平均的にいって 5，6畿であり， ;r 2の潮
時は.思春期の始まる12，13歳頃であると推定してい
る。
第2の潮時である12，13a開始のものli，0音大の
A 訴に 1 名のみであったため.一応~醇ら H置を境と
しても統計上さしっかえのないことを確認した。従っ
て，今回の調査結果でいえることは.遅くとも7歳頃
までに，学習を開始することが望ましいということで
ある。なお潮時である5，6歳より以前の3. 4 . 震で
学習を開始したもののほとんどが好成績を示した。し
かしだからといって，この年令で開始すべきだとは考
えられない。その理由として.筋肉運動的機能が一応
の発達に遣していないからである。 5，6 i置であれば，
一応の発達水織にあるといえるのである。
次に同じくドレイクのリズム・テストと適時性との
関係をみてみよう。
結果的によれば，適時位に関し，A群とBll手間に有
意書Eが認められなかった。
山松川li.バイオリン学習における演奏成績と学習
期間，年令との関係の研究で，音程，音色等でli，学
習期間の長さが重要な影響を及ぼしているが.リズム
では学習期間の長さは，比般的関係しないと述べてい
重量
? - 135-
る。
また.波辺・深田3)が，高校生(音楽コース)にド
レイクテストを行ない，被験者を音楽経験5年以上の
ものと，それ以下のものとにわけて，それぞれの成績
をみると.音記憶テストでは，平均の雲監がみられたが.
5%水海の危険率で有意雲監は認められず，注】リズム・
テストでは全〈有意差がないという結集を得ている。
このことは，リズムが遺伝的要因を坦うためである
かも知れないし，山松5)の研究において，リズムli音
色とともに.きわめて平・期に発達するのではないかと
述べていることから考察してみると，本研究における
ように. 7. 8.¥tを演とした区分によっては，有憲法
カヨZめられないのではないかとも思われる。
住 ) 深田 -波辺li.10%水準の危険撃で有意差あり
としていたが.10%水準でli，有意差i主云々でき
ないので.本ra文では，上記のような表現にした。
3.動峻付けに関しで
音記憶についても，リ ズムについても， All手，Bl手
ともに動機付け(+)のものが圧倒的に多かった。こ
のことから，(+)の動機付があったからこそ.専門的
に音型軽のi1tを選んだのであろうと推察されうるであろ
う。因みに，音楽学習を比較的還〈始めたものの中に
は.幼児期に受動的に (親の言うなりに)学習を開始
したものに比し，かえって強い動機付があったものも
あろうと推療されうる。
われわれは，ここでは.学習開始時における動機付
けを問うているのであって.たとえ開始時に.動機付
けが(ー)であったとしても，学習過程において，な
んらかの(+)の動機付けによって.意欲を燃やすに
至ったという湯合も少くないであろう。
「レッスンは策しくて.私にとっては遊びのようで
あった。J，r弟に手をとられがちな母が，私との時間を
もてるようにどアノを教えてくれた。だから練習はち
っともいやでなかったり r自分からやりたいといい出
したが，aの方があまり熱心なので，かえって，興味
をなくしてしまったり等，動機付けに関しでも，さま
ざまな環境的要因によって.左右されうるという布実
を，自由記述にみ出したのである。また.rよい先生に
めぐりあえたことで，私l;tここまでやってこれたと思
うuという人もおればf二番目の教師があまりにも厳
しかったため，私は恐れをなして，全くいやになった。」
「練習は一つの束縛でしかなかったりと述懐している
ものもいる。あるいはまた.学習の効果という点から
li， rピアノl孟好きだったので.どんどん進んでいったり
反対に 「親の一方的押しつけで始めたので，最初のう
( 5 ) 
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ちはちっともよ途しなかったりという記述もみられた。
テストの成績では.A群.B群聞に統計的に有意の
差はみられなかったが.これらのことを考えあわせる
と.教育的立場からみると.動機付けが短めて箪婆で
あることは明らかである。
シーショ7のリズム ・テストと学習諸条件との関係に
ついて述べる。
音楽的雰囲気との関係では. A. B両哲学問に統Jt的に
有意差はみられなかった。(表-5)
適時性については.A群.B苦手ともに8歳以後に開始
のものの方が比較的多いが.両苦手間に有意君主はみられず.
ドレイクのリズム ・テストを基懲とした場合と叙似の結
巣を得た。{袋一9) 
動機付けについても，両訴聞に有意差はみられず.従
ってドレイクのリズム ・テストにおけると問機の結果を
{尋た。
何れにせよ， ドレイ クのリズム ・テストを基単にする
か.シーショアのリズム・テス トを基準にするかによっ
て.著しく違 う傾向はみられなかった。
E 総合的学習臓条件の良否とテスト成績との関係
学習好条件群の平均得点と金被験者平均得点とでは，
音記憶(ドレイク・テスト)について. 0.1%の危険率
をもって前者が優位である。
また.同じく音集記憶において.学習好条件群が学習
非好条件群より. 0.1%の危険率で.優位であった。
しかし.同リズム ・テストについては.両群に有意差
は認められなかった。
まず，音型経記憶との関係について考察する。
学普好条件群が.非好条件群と全被験者よりも.0.1 
%の危険率で優位であったことは，学習諸条件の.要性
を示しているものと考えられる。次に.学習非好条件群
と金被験者との聞に有意差が認められなかったのは，非
好条件苦手のものも， 学習開始時の条件がよくなかったに
もかかわらず.その後の好ましい教育的環境によって.
全被験者の平均との聞に有意差が認められぬ程になった
といえるのではないであろうか。
次lニ.リズムに関しては，いずれの群の聞にも有意差
は認められなかった。
考察上において.リズムと準備学習との聞に，音奈記
憶に関するような有意差カ常忍められなかったが.考察E
においても.類似の結果となった。
山松6)の研究によれば.リズムは比較的遺伝的要因が
強いと されている。 従って司自術学習等の学習I~条件には
さほど彫響されぬものとみなしうる。
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l.教師について
「私(j:指導者の無知(j:大きな掠惑であることを自覚
し，まず自分がもっと学習せねばならないことを痛感
するのであるりとある学生は.その自由記述の中で述
べている。彼女自身， 二人のよい教師に出会い，適切
な時期に適切な指導をうけたことを幸福だと感じてい
る。 2"f・自の先生には.技術的基礎の確立を，そ して
その後の教師には，技術だけでなく音梁そのものの歳
高水継をめざすことを指導されたと述べでいる。
彼女の他にも，「すばらしい先生にめぐりあえたこと
で.ここまでこれたりというものは.非常に多かった。
その反対に，感情的に生徒を叱ったり，あまりにきび
しく指導する教師によって.全〈興味を失なう北島合も
みられた。
.例と して，作曲専攻のある学生の体験を参考にし
たい。
彼女が小学校2年から 5年まで務った最初の教師l主
新進気鋭のピアニストで.非常にきびしかったJ彼は，
私が練習をおこたったといっては.頬を打ち，反抗し
たといっては肢を打ったりそのため.ピアノをやめた
くてしかたなかった。ついに先生と激しく対立して破
門されたのであるJそんなにもきらっていたピアノな
のに，私は次の先生を自分できがして来たのである。
音楽という ものは，私にと って愈も好むものの一つで
あったりと述べている。そして彼女の興味は中学2年
の時.ある日突然，作11に向けられたのである。
教師への信頼，教師と生徒の心の交流が大切だと述
べている学生の多いことに注目しなければならない。
生徒l主教師自身の音奈佐ないしは人絡にふれることで，
自らの脅奈学習が開発され.人絡が形成されるもので
はなかろうか。
2.同僚について
自由記述の中に，合唱または合奏経験が，本人にと
って益要な意味をもって述べられているものも，非常
に多い。
ピアノの練習には全く興味をもてなかったが，合同島
クラプに新鮮なものを感じ.みんなと一つの作品を仕
上げる苦労と楽しさを知って.i"楽への道が鮪けたも
のもおれば，合唱部を指導する先生がすばらしく.合
唱だけではな く 独唱の殺し さをも教えられ， 音豊能の~
に進むき っかけとなったものもいる。このことを強力
に裏付けるものは.著名な米国の音獲教育1;:であるマ
ーセル2) (Tames L. Mursel)の雷であろう。マ一
七ルl主，「音量範的発達の第ーの原動力となるものは，声
山松・他:音楽学習の条件と音楽性
? ，? ?
であります。」……「この理由で，だれでも歌う ことか
ら音楽の勉強を始めるべきであり，歌いたい気持がま
ず養わるべきだと信じます。」と述べている。大いに味
うべきことばではなかろうか。
ある男子学生の局合， i，皮は音拒flであったため，小学
校のH寺， 新らしくできた音楽クラブにクラスのものが
あ、も しろ半分に彼を推薦したのがきっかけとなって.
現在音楽を専攻するにいたっている。
あるいは，高校時代に，ともに音楽を学び.互いに
演奏について:意見をのべあうなど，協調的であった音
楽コースの仲間とと もに.非常に楽しく受験期を過す
ことができたというものもみられた。
巌i去に.教師.同僚にも劣らぬなど影響を及ぼす両
親について考える。
3.両親について
両親ともに非常に音楽に理解と愛情をもつでおり.
「母と娘が日賂ごとにレッスンに出かけるのをいやな
顔ひとつせず，留守番をしてくれた父。」
音楽に符に定住昧をもつわけではないが，rここまでこ
れたのは，心の支えとなって〈 れた母のカが大きいり
というものも多い。
また，祖父母や周囲の人々が音楽をやることに全く
否定的態度であったが.音楽好きの母のおかげで.ピ
アノを習う ことができたというケースもある。
あるいはまた，家族全員がすl・楽には理解がなく，高
校 2年から声楽を習い出したが (中学，高校を通じコ
ーラス部所属)，ピアノも「練習は夜の9日寺までで 9
8寺を 1分でも過ぎると叱られた。J，rいつも肩身の狭い
思いで家にいたので，今はほんとうに下宿生活が気に
入っている。」そして r親の無理解や反発によって益々
情熱を燃やしている。だから音楽をやっていくには，
自分の意志ではっきり自覚していることが必要だ」と
彼女は述懐している。
最后に，学生が将来に対する抱負として r将来，子
どもを指導する立場になった時，子どもを理解し，音
楽を楽しいものとして感じられる子どもを一人でも多
くしたい。」という内容のことが多くみられたことは心
強い限りである。
要約
I 学習の諸条件と客観テストとの関係
1.準備学習(家庭の音泌がJ雰囲気)
音記憶テストについては.準備学習との積極的関係
がみられた。すなわち.成績のすぐれている者の中に
は，家庭の雰囲気が音楽的であるものが多く，反対に.
成績の比較的劣るものの中には，家庭の雰囲気カf非音
楽的であるものが多かった。
2.適時性
音記憶については， 7歳以前に開始したものと 8a
以後に開始したものに区分した湯合，テスト成績がす
ぐれているものには前者が多く ，比較的劣るものには.
1走者が多い傾向がみられた。
3. 1)ズム ・テストの成績との相関においては，準備学
習，適時性ともに有意差は認められなかった。
4.動機付けについては，テス ト成績の良否に関係なく ，
動機付けプラスのものが圧倒的に多かった。
E 総合的に学習の鰭条件をみた場合のテスト成績との
関係
音記憶に関しでは.学習好条件苦手lま.学習非好条件群
より優位であったが. リズムについては，有意差はみら
れなかった。
結局，音豊臣記憶は，学習の諸条件に影響をうけるが，
リズムはさほど影響をうけないようである。これは，リ
ズムが比較的i宣伝規定度が大であることに起因するもの
と思われる。
m _例研究
教師.同僚，両親等によって著しく影響を蒙るもので
あることが示された。
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Summary 
1. Considerations on the correlations between musicaJity and the learning conditions -by Drake's Test and 
Seashore' Test and the free discription. 
(1) Environment 
There is a significant correlation between musical memory and the environment or background. Those 
who took better marks are from the home which has musical atmosphere， and those from the home 
which is musically poor took comparatively lower marks. 
(2) Readiness 
It is recognized that those who started their music education until seven of age have better musical 
memory than those who began their les$ons after eight. 
(3) There is no significant difference concerning rhythm. 
(4) Regardless the marks at the tests， most of the subjects showed a great motivation. 
2. General Considerrations. 
Musical memory seems affected by the learning conditions (environment and readiness)， while rhythm 
is n.ot. Genetic factors may have some effect on the sense of rhythm. 
3. Case Study. 
Musicality is determined to a great degree by factors teachers， friends， parents and so on. 
( 8 ) 
